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3解題：東日本大震災から考える科学技術利用の持続可能性
清　水　　　隆
１　問題設定
　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に伴う東京
電力福島第 1 原子力発電所の事故の結果、広範囲
にわたり放射性物質が飛散し、電力不足により計
画停電を余儀なくされた。このことは、私たちの
生活が科学技術に依存したものであり、さらに科
学技術の利用が危険を伴うものであることを改め
て実感させた。私たちの日常は、危険と隣り合わ
せで維持されている。
　震災後には、科学技術だけではなく科学者に対
する信頼性も損なわれてしまった。文部科学省が
発行した「平成 24 年版 科学技術白書」（文部科
学省 , 2012）には、科学者の信頼性に対し肯定的
に回答する人の割合が、震災前と比較して震災後
には 10 ～ 20 ポイント減少したことが報告され
ている。さらに、科学技術研究開発の方向性を科
学者が決めること対して肯定的に回答する人の割
合も、大きく減少している。アンソニー・ギデン
ズは「近代」という時代の特徴の一つとして、「専
門家システム」への信頼を挙げ、考察している。
科学技術の利用は、「専門家システム」の代表的
なものであり、科学者に対する信頼が損なわれて
は、近代社会の発展を維持することは難しいであ
ろう。市民からの不信感に対し、科学技術の専門
家はどのように答えれば良いのであろうか。
　筆者は、法政大学サステイナビリティ研究教育
機構・震災タスクフォースの一環として、福島第
1 原発から飛散した放射性物質による農業の被害
を調査するために、2011 年 8 月、福島県下の農
家に聞き取り取材に出かけた。そこで非常に印象
的な言葉を耳にした。それは二本松市で有機農業
を営む農家に伺ったときのことだ。二本松市は福
島第 1 原発から約 60km 北西に位置するが、震
災が起こるまで原発の近くに住んでいることを意
識したことがあるか、という問いに対して農家の
女性は、
私らは 20 年前に見学に行って「絶対に安全」
と言われて。二重扉があるからと聞いたか
ら、爆発するなんてことは頭になかったです
よね。もし（放射性物質が）漏れても、（扉は）
重いから、絶対に外には出ないと。それなら、
あの山（阿武隈高地）を越えて、うちまで来
ることはないよね、と思っていたの。
と答えた。20 年前の原発所員による説明の内容
は正確には分かり得ないし、同様の説明が現在で
も繰り返されているわけではないだろうが、「安
全神話」の一端を見る思いがした。原子力発電が
作り出すエネルギーの大きさを考えると、「絶対
に安全」と言い切ることはできない。しかし、周
辺の住民は安全であると信じていた。危険にさら
されていることを日々意識しながら日常生活を営
むことは難しい。そして、ある日突然事故が起き、
これまでの生活が身近に危険を抱えたものであっ
たことに気づき、農家の女性は呆然としていた。
　このような事態が生じた原因を「原子力ムラ」
の閉鎖的体質などに求め、特殊事例として片付け
ることは可能である。しかし、科学技術のもつ本
質的な危険に鈍感になっていたり、社会との接点
を見失ったりしているような事態は、広く一般に
01_解題・清水隆_vol3.indd   3 13/03/11   15:31
Hosei University Repository
4＜特集論文 1＞
見受けられるのではないだろうか。科学技術を持
続的に利用していくためにも、今回の事故を教訓
とし、専門家として何を考えるべきか。科学技術
を利用することの持つ意味を、もう一度問い直さ
なければならない。このような思いから、この特
集は企画された。
２　この特集の構成
　この特集には 4 名の専門家が執筆した。それぞ
れ専門性を異にしており、大学に所属する研究者
に加えて、所属しない専門家も参加している。法
政大学サステイナビリティ研究教育機構の掲げる
理念の 1 つとして「文理協働」がある。「文理協働」
を掲げるからには、同じ組織に文系と理系の研究
者が所属しているだけでは不十分であろう。様々
な専門性を持つ者が集まって、1 つのテーマにつ
いてともに考えることが必要である。科学技術の
適正な利用を考察することは、「文理協働」する
上で格好のテーマといえる。そこで、自然科学の
研究者だけではなく、人文科学の研究者や市民団
体で活動する専門家が意見を持ち寄った。
　まず、齋藤元紀氏による『危機の時代と技術の
危機――三木清の技術論を中心に――』を掲載し
た。この論文で齋藤氏は、科学技術に生じる危機
を哲学的・倫理学的に考察している。齋藤氏はハ
イデガー哲学を専門としている研究者だが、論文
中では三木清の思想を中心に据えて論じている。
科学技術の持続可能性について考えるとき、その
思想史上の基盤をはっきりさせるという手続きを
避けて通ることはできない。また、技術者の適切
な振る舞いを論じる以上、倫理学からの視点は重
要である。この論文は本特集において、いわば基
調講演と位置づけられるものである。
　次に、吾郷健一氏による『熱エネルギーを中心
としたサステイナビリティシステムに関する考察』
を掲載した。吾郷氏は環境化学を専門とする研究
者だが、本論文では化学工業プロセスにおけるエ
ネルギー収支を熱力学の視点から検討している。
原子力発電所事故の結果として、日本では電力を
はじめとするエネルギー資源の有効活用が迫られ
ている。科学技術に依存した社会を維持するうえ
で、エネルギー資源の持続可能性は重要なテーマ
である。吾郷氏の論文では、エネルギー収支を理
論的に検討することにより、システム内に何らか
の循環系を構築することがシステムの持続可能性
に重要であるという結論を導きだしている。
　科学技術の適正な利用については、広く社会に
開かれた議論が必要であろう。そこで、この特集
では消費者団体「FOOD COMMUNICATION 
COMPASS」で活動している消費生活アドバイ
ザー・森田満樹氏に議論に加わっていただいた。
森田氏はサイエンスコミュニケーションの専門家
で、科学的知識をもとにした食品の安全情報を消
費者に提供する活動を続けている。森田氏の論
文『食の安全とリスクコミュニケーション』では、
食品に関わるリスクコミュニケーションの概要、
歴史、事例について論じられている。本論文から、
科学的知識を広く社会に伝達する重要性と難しさ
を知ることができる。
　最後に、清水隆が議論をまとめる形で『遺伝子
組み換え技術の適正利用』を執筆した。この論文
では遺伝子組み換え技術を持続的に利用する方策
を考察することを通じて、科学技術一般を適正に
利用するために必要な要素を検討している。
３　最後に
　この特集は、法政大学サステイナビリティ研究
教育機構に所属する若手研究者が中心となって企
画された。私たち若手研究者は、それぞれの専門
分野での研究を進めながら、「文理協働」で現代
社会のサステイナビリティについて考えることを
求められてきた。その要求に対する回答として、
この特集はまとめられている。私たちはこの特集
を「文理協働」が具現化した 1 つの形と自負して
いる。この特集が、読者にとって科学技術の持続
可能性について考えるきっかけとなるばかりでな
く、学問領域のあり方についても考える契機とな
れば幸いである。
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